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１．WG設置の経緯

開催経緯等
・平成２０年１１月１２日（水） 第１回ＷＧ
・平成２０年１２月１９日（金） 第２回ＷＧ
・平成２１年３月 提言の公表、小委員会へ報告予定

２．検討内容

（１）検討の必要性

渓流
勾配が急で、川幅が狭い

両岸の傾斜が急

出水の立ち上がりが早い

土石流・フラッシュフラッド（土砂流・流水）

降雨 渓流の中からは分かりにくい

情報 無線や携帯の電波が届きにくい

周辺 周辺に人家が少ない

地形

出水

河川
勾配が緩く、川幅が広い

堤防ののり面勾配が緩い

出水の立ち上がりが遅い

洪水流

降雨 河川の中から確認出来る

情報 無線や携帯の電波が届く

周辺 周辺に人家が多い

地形

出水

※

対比

・降雨中や直後に急な増水や土砂流出による被害が発生する恐れが高い
・危険な状況を認識しにくく、情報も届きにくい
・日常性を離れた環境（非日常性）で発生しやすい

渓流内における局地的豪雨時の人的災害の特徴

※一般論であり、河川においても渓流と同じような地形、出水の特徴を有する所もある

・降雨中や直後に急な増水や土砂流出による被害が発生する恐れが高い
・危険な状況を認識しにくく、情報も届きにくい
・日常性を離れた環境（非日常性）で発生しやすい

渓流内における局地的豪雨時の人的災害の特徴

※一般論であり、河川においても渓流と同じような地形、出水の特徴を有する所もある

河川とは異なる対策の検討が必要

① 渓流での、釣り、水遊び等にお
ける自らの安全確保をどのよう
に考えるのか？
② 人の利用を前提とした砂防設
備等および周辺渓流の安全確
保はどのように考えるのか？
③ ①,②を踏まえ、今後の渓流に
おける局地的豪雨に対する危険
回避対策のあり方はどうあるべ
きか？

（２）論点

第２回WG

局地的豪雨
H20年7月28日豪雨（都賀川水難事故含）、

8月末豪雨など

◎委員長
○小委員会と兼務
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２．検討内容
（３）検討する場の整理

都道府県,

715

直轄事務所,

238

全体953

（４）直轄、補助を対象に全国調査

あり
59%

なし
41%

全体953

安全対策の有無について人の利用がある設備数

安全対策の実施内容

注意看板の設置

警報機等の設置

情報周知看板の設置
大雨による急な増水に備えるために!
　
　河川の上流で雨が降ると、河川の水位が急激に上昇する
ことがあるので山の天気に注意してください。
　周辺地域のリアルタイム雨量情報は、携帯電話で下記よ
り入手できます。

（562）

331箇所／562

49箇所／562

12箇所／562

①砂防指定地でない渓流

②砂防指定地（行為制限地）の渓流

③一般的な砂防設備

④人の利用を意図しないが人の利用がある
砂防設備

⑤人の利用を前提とした砂防設備

⑥市町村等が整備した施設を含む砂防設備

③

⑥⑤

④

堆砂敷

２
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３．提言

具体的な対策
○「全ての渓流を対象に渓流利用者の危険回避対策」
①土砂災害防止教育等により危機回避能力の向上
②フラッシュフラッド等の危険性の高い渓流の周知
③気象情報提供の推進

○「人の利用を前提とした砂防設備における渓流利用者の危険回避対
策」
①利用者への安全教育の徹底
②共助による避難の呼びかけ
③安全確保のための情報提供の強化
④安全利用点検および安全対策に資する施設等の整備

対策の基本方針
近年、局地的豪雨が多発しており、今後も各地でフラッシュフラッド
（鉄砲水）や土石流が発生する可能性があることを渓流内の利用者、
行政等のあらゆる関係者が認識し、対策を進める必要がある。対策は、
人の利用を前提とした砂防設備における対策を中心に、自助、共助、
公助の視点から推進する。

フラッシュフラッド（新潟県魚野川支川水無川）

フラッシュフラッド等の位置付け

個々の設備を評価（953設備を対象）
流域概況、河道概況、安全管理等の状況等を調査し、外力特性、現
状の利用安全度を定量的に評価（土木研究所、砂防計画課）

当面の検討事項
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土砂流
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フラッシュフラッド等

対象とする現象：渓流において局地的豪雨によって発生する
フラッシュフラッド等を対象とする


